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　伯州綿で作られた、今年の干支『羊』(緬
めん

羊
よう

)のマスコット人形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （作・中
なか

原
はら

義
よし

之
ゆき

さん）



    

平
成
平
成
2626
年年

　
　

主
な
出
来
事

　
　

主
な
出
来
事

平成２6年 境港市の境港市の

【
１
月
】

◇
消
防
出
初
式
◇
成
人
式
◇
カ

ニ
感
謝
祭
◇
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス

タ
◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
発
足

【
２
月
】

◇
境
港
市
議
会
議
員
選
挙
◇
人

権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
３
月
】

◇
女
と
男
と
の
い
き
い
き
プ
ラ

ン
策
定
◇
こ
こ
ろ
と
食
の
フ
ェ

ス
タ
◇
公
民
館
３
カ
所
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
追
加
設
置

【
４
月
】

◇
桜
ま
つ
り
◇
公
共
マ
リ
ー
ナ

が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
強

化
セ
ン
タ
ー
に
認
定
◇
境
港
市

議
会
基
本
条
例
制
定
◇
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基

本
構
想
策
定

【
５
月
】

◇
面
谷
家
が
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
◇
市
民
運
動
会

【
６
月
】

◇
美
保
基
地
航
空
祭

【
７
月
】

◇
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
◇
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
◇
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
◇
み
な
と
祭
◇
Ｄ

Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
就
航

５
周
年
◇
文
化
ホ
ー
ル
開
館
20

周
年

☆江島大橋が「ベタ踏み坂」として話題に（１月）

　自動車のコマーシャルの撮影場所として、

多くのお客さんが訪れる観光スポットになり

ました。

☆クルーズ客船がぞくぞく寄港し、市民らがおもてなし

　過去最大の13万トンを超える大型クルー

ズ客船が寄港し、市民らがお客さんを温かく

もてなしました。

☆第二中学校の全工事が終了し完成(11月 )

　建設が進められていた第二中学校の外構工

事ほか、すべての工事が完了し、新たな第二

中学校が完成しました。

☆軟質プラスチック類の分別収集を開始（11月）

　可燃ごみの減量化を目指し、11月から軟

質プラスチック類の分別収集が開始されまし

た。

☆夕日ヶ丘メモリアルパークがオープン（４月）

　夕日ヶ丘のスポーツ広場南側に、芝生広場

や遊具を備えた公園と、墓地からなる夕日ヶ

丘メモリアルパークが完成しました。

( 平成 26 年 12 月 5日現在 )

※順不同

ニ ュ ースニ ュ ース
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1 0 大1 0 大  
平成２6年 境港市の平成２6年 

【
８
月
】

◇
ペ
ー
ロ
ン
・
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

大
会
◇
ゲ
タ
飛
ば
し
大
会
◇
市

民
の
森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
協
働

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

【
９
月
】

◇
妖
怪
そ
っ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

◇
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
に
フ
ル

ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
導
入
◇
検
診

す
す
め
隊
発
足

【
10
月
】

◇
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
開
館

20
周
年
◇
水
産
ま
つ
り
◇
鬼
太

郎
カ
ッ
プ
駅
伝
◇
原
子
力
防
災

訓
練

【
11
月
】

◇
市
表
彰
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
・
金
婚
式
典
◇
読
書
ま
つ
り

◇
さ
か
な
・
妖
怪
ウ
ォ
ー
ク
◇

市
内
一
斉
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
◇
植
田
家
住
宅
が
国
登
録
有

形
文
化
財
に
内
定
◇
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー

【
12
月
】

◇
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
大

感
謝
祭
◇
水
木
し
げ
る
記
念
館

入
館
者
３
０
０
万
人
達
成

【
年
間
】

◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
入
り
込

み
客
数
が
２
５
０
０
万
人
を
突

破
し
、
新
ス
ポ
ッ
ト
「
妖
怪
お

休
み
処 

砂
か
け
屋
」
や
デ
ジ

タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の

魅
力
が
充
実

市民・市職員あわせて 124 人

で選考しました。

☆Sｅａ級グルメ全国大会で

「境港のグラタンコロッケ」が準優勝（７月）

　全国の海産物グルメが集まる大会で、境港

の商品が準優勝に輝きました。

☆給食センターの建設着工（６月）

　第二中学校の東隣で、給食センターの建設

工事が始まりました。稼動開始は平成27年

2学期からを予定しています。

☆ＪＲ境港駅前ホテルの建設工事が始まる（９月）

　建設中のホテル「仮称・御
おん

宿
やど

野
の

乃
の

境
さかい

港
みなと

」は、

平成27年11月竣工予定です。開業後は夜

のにぎわい等、大きな効果が期待できます。

☆水木しげるロードが５年連続200万人突破（11月）

　リニューアル計画も進行中の水木しげる

ロードの入り込み客数が、5年連続で200

万人を突破しました。

☆ふるさと納税が好調

　平成26年もふるさと納税が好調でした。

皆さんからのご支援は、色々な事業に活用さ

れています。

～ 特 集 ～～ 特 集 ～

3　平成２７年１月



 
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

　

 　

還
付
申
告
の
受
付
は

　
　
　

 

２
月
２
日
（
月
）
か
ら
行
い
ま
す

　

境
港
市
で
は
、
還
付
申
告
、
市
・
県
民
税

の
申
告
相
談
を
２
月
２
日
（
月
）
か
ら
行
い

ま
す
。

　

確
定
申
告
が
始
ま
る
２
月
16
日
（
月
）
以

降
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
還
付
申
告(

所
得
税)

　

給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
が
、
本
来
課
税
さ
れ
る
所
得
税
額
よ

り
も
多
い
人
や
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
（
医
療
費
控
除
）、
住
宅
の
取
得
や
一

定
の
増
改
築
の
た
め
に
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
借
入
金
残
高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
）
な
ど
は
申
告
を
す
る
と
、
納
め

過
ぎ
の
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
米
子
税
務
署
で
の
還
付
申
告
の
受

付
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
に
住

所
が
あ
る
人
で
、
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る

人
以
外
は
申
告
が
必
要
で
す
。

（
所
得
税
の
よ
う
な
各
種
申
告
不
要
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
）

　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
さ
れ
て

　
　

い
る
人

　

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

【
注
意
事
項
】

◇
②
、
③
に
該
当
す
る
人
で
も
、「
源
泉
徴

　

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
申
告
が

　

必
要
で
す
。

◇
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
所
得
証
明
書

　

等
の
発
行
が
で
き
な
い
場
合
や
、
国
民
健

　

康
保
険
税
の
判
定
な
ど
に
影
響
が
出
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

申
告
期
間
中
、
税
務
課
の
窓
口
で
は
作
成

済
の
申
告
書
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
医
療
費
控
除

　

市
・
県
民
税
の
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
、「
医
療
費
の
明
細
書
」

と
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
返
却

希
望
の
場
合
は
そ
の
旨
を
ご
記
載
の
上
、
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の
ま

ま
提
出
で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

≪申告に必要なもの≫　  
□ 印章（スタンプ印は不可）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）

□ 所得額がわかるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③事業所得のある人　

　　⇒　収支内訳書、支払調書や収支のわかる帳簿など

　　※平成26年1月1日から帳簿の記載が義務付けられています。

□ 控除額がわかるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人

　　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人

　　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）

　　　控除証明書」の添付が必要です。

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人

　　⇒　障害者手帳、療育手帳など

　④寄附金控除を受ける人

　　⇒　寄付金の内容がわかる領収書など

　⑤医療費控除を受ける人（左ページ参照）

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（左ページ参照）　

【と　き】

　２月２日（月）～３月１６日（月）

　◇受付

　　午前８時半～午後４時

　◇申告相談

　　午前９時～正午

　　午後１時～５時

　　※土・日・祝日は休み

【ところ】

　市民会館第１会議室（２階）

※受付順に申告相談を行います。混み

合う際は長時間お待ちいただく場合が

あります。

▼問い合わせ先

◇米子税務署　

　（☎３２－４１２１）

◇税務課市民税係

　（☎４７－１０１７）
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　昨年中に、本人や家族が病気やけがなど

で治療を受けた際に支払った医療費は、右

図の計算方法で、医療費控除として所得か

ら差し引かれます。

◎

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用

◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、は

　り、きゅう、柔道整復による施術費

◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されて

　いる医療費控除相当分（医療費控除対象金額の記載のあ

　る領収書が必要）

◎

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用

◇美容整形の費用

◇疾病予防、健康増進のための医薬品の購入費

◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▲

必要な書類

◇医療費の領収書

◇保険金等で補てんされる金額のわかるもの

※寝たきり等で介護用おむつの購入費を申告する場合は、

「おむつ使用証明書」も必要です。

▲
申告の際の注意

　医療費控除を受けるには、治療を受けた人ごとの病院別

に集計した明細書（様式は問いません）が必要です。

　明細書を記入する際は、保険金などで補てんされる金額

を忘れずに記入してください。まだ受け取っていない保険

金などがある場合は、予定額を記入してください。

医療費控除

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築など

をした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金等特

別控除を受けることができます。

▲

要件

◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居している

◇床面積が５０平方㍍以上の家屋

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使用し

　ている

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金（家屋

　とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含む）がある

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年または前後２年以内の間に「居住用財産の譲

　渡所得の課税の特例」などの特例を受けていない

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を超え

　るもの

▲

必要な書類

◇住民票の写し（原本）

◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登記簿

　謄本

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・

　取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得資金　

　の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しまたは

　建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除
◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は左記要件と異なるものがあ

りますので、事前に米子税務署で要件や必要書類等を

ご確認ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事に係る特定

　増改築等住宅借入金等特別控除

◇認定長期優良住宅、認定低炭素住宅の新築等に係る

　借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定長期優良住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の住宅借入金等特別税額控除

　平成12年 1月 1日から18年 12月 31日、21年

1月1日から26年12月31日までの間に居住し、所

得税の住宅借入金等特別控除を受けた人で、所得税か

ら控除しきれなかった金額がある場合は、次のいずれ

かのうち少額のものが翌年度の市・県民税に住宅借入

金等特別控除として適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額のうち所得税

　から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％（居住開始日

　が平成26年3月末まで：最高97,500円）、また

　は７％（居住開始日が平成26年4月以降：最高

　136,500円）

平成26年中

に支払った

医療費

保険金などで補

てんされる金額

（※１）

10万円または

所得金額の５％

（少ない額）

医療費控除額

（最高200万円）

※１．健康保険などから支給を受ける高額療養費や出産育児一時金、

　　　生命保険の医療保険金や入院給付金など

計算方法

－ ＝－
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市

政

概

要

報

告 

平
成
26
年
度
の
財
政
見
通
し

　

歳
入
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
ね
当
初
予
算
額

に
見
合
う
収
入
は
確
保
で
き
る
も
の
と

見
込
ん
で
お
り
、
ま
た
、
地
方
交
付
税

に
つ
き
ま
し
て
も
、
特
別
交
付
税
が
、

自
然
災
害
の
被
災
地
に
手
厚
く
配
分
さ

れ
る
こ
と
を
考
慮
し
ま
す
と
、
昨
年
度

に
比
べ
減
額
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
既
に
決
定
を
受
け
た
普
通
交

付
税
と
合
わ
せ
た
交
付
総
額
は
、
当
初

予
算
額
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
般
財
源
に
、
国
庫
支
出
金

な
ど
歳
出
に
連
動
す
る
特
定
財
源
を
加

え
た
歳
入
総
額
は
、
予
算
に
見
合
う
額

を
確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
も
、
予

定
し
て
お
り
ま
す
諸
事
業
は
、
国
の
経

済
対
策
に
対
応
し
た
繰
越
事
業
と
併
せ

ま
し
て
、
概
ね
順
調
に
実
施
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
予
算
編
成
方
針

　

国
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
と
中
長

期
的
な
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
ま
た
、
地
方
財
政
に
つ

い
て
は
、
経
済
再
生
の
進
展
と
合
わ
せ
、

歳
入
歳
出
両
面
に
お
け
る
改
革
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
15
年

度
よ
り
行
財
政
改
革
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
、
市
債
残
高
の
大

幅
な
縮
減
や
基
金
の
増
加
な
ど
、
一
定

の
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

第
二
中
学
校
の
改
築
や
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
な
ど
の
大
型
事
業
に
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
全
国

の
多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
は
、
現
在

の
経
済
情
勢
か
ら
顕
著
な
好
転
が
見
込

め
ず
、
さ
ら
に
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共

施
設
の
耐
震
化
お
よ
び
老
朽
化
対
策
経

費
な
ど
の
増
大
も
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
本
市
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一
時
期
の
危
機

的
な
状
況
は
脱
し
た
も
の
の
、
未
だ
将

来
に
わ
た
り
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を

制
す
」
を
基
本
姿
勢
に
歳
入
の
積
極
的

な
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
に

お
い
て
も
、
既
存
事
業
に
つ
い
て
改
め

て
そ
の
必
要
性
を
見
直
し
、
真
に
必
要

な
事
業
へ
の
財
源
の
重
点
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
や
地
方
活
性

化
に
取
り
組
む
た
め
、
国
が
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
を
受
け
設
置
し
た
、
境
港
市
地

方
創
生
本
部
を
中
心
に
、
全
庁
的
に
連

携
を
図
り
、
国
・
県
の
動
向
に
も
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
効
果
を
最
大
限

有
効
に
活
用
し
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
魅
力
と
活

気
に
あ
ふ
れ
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

本
年
度
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
環
日
本

海
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
支
援
や
ロ
シ

ア
で
事
業
展
開
す
る
企
業
へ
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
新
た
に
、
中
国
横
断
自
動

車
道
尾
道
松
江
線
の
全
線
開
通
に
あ
わ

せ
、
広
島
、
四
国
方
面
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ

の
実
施
や
圏
域
へ
の
外
国
人
旅
行
者
の

誘
致
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
推

進
す
る
た
め
の
行
政
と
経
済
界
で
構
成

す
る
委
員
会
の
開
催
、
ク
ル
ー
ズ
客
船

寄
港
時
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
さ
ら
な

る
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
と
、
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
、
山

陰
イ
ン
ド
協
会
の
三
者
合
同
で
、
現
地

ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
圏
域
と
の
経
済
交

流
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
イ
ン
ド
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
視
察
を
踏
ま
え
、
今
後

は
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使
館
を
通
じ
て
連

携
協
力
で
き
る
分
野
を
調
整
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
結
婚
支
援
事
業
と
し
て
、

本
年
度
か
ら
は
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
の
５
市
７
町
村
の
独
身
者
を
対

象
と
し
た
交
流
会
を
、
11
月
に
松
江
市

と
米
子
市
を
会
場
に
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
平
成

26
年
１
月
か
ら
10
月
末
ま
で
に
境
さ
か
い
こ
う港
・

東ト

ン

ヘ海
間
を
40
往
復
運
航
し
、
旅
客
数

は
１
万
４
０
０
０
人
余
で
、
韓
国
の
旅

客
船
沈
没
事
故
の
影
響
に
よ
り
前
年
比

69
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
境
港
発

着
の
貨
物
量
は
、
４
７
０
０
ト
ン
余
で
、

前
年
比
73
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
東ト

ン

ヘ海
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間

の
旅
客
・
貨
物
は
、
好
調
に
推
移
し
て

お
り
、
旅
客
数
は
１
月
か
ら
韓
国
・
ロ

シ
ア
間
の
ビ
ザ
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
前
年
比
１
１
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

貨
物
量
は
６
月
に
競
合
航
路
が
運
航
休

止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
５
月
末
時
点
で

前
年
比
52
％
だ
っ
た
も
の
が
10
月
末
時

点
で
前
年
比
１
１
０
％
ま
で
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

境
さ
か
い
こ
う港
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

境
港
貿
易
振
興
会
が
境
港
利
用
促
進
懇

談
会
を
９
月
に
大
阪
、
11
月
に
米
子
で

開
催
し
た
ほ
か
、
９
月
に
は
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
市
に
お
い
て
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
が
物
産
展
を
開
催
し
、

圏
域
の
物
産
品
・
文
化
・
観
光
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
と
と
も
に
、
圏
域
企
業
等
11
団

体
が
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
「
平
成
25
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
関
係
議
案
」
に
つ
い

て
も
、
決
算
審
査
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
を
受
け
、
す
べ
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
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米
子
―
ソ
ウ
ル
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
陰
国
際
観
光
協
議
会
に
よ
る
ア
シ
ア

ナ
山
陰
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
拡
大
や

韓
国
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
販
売
促
進
な

ど
の
効
果
も
あ
り
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
10
月
末
ま
で
の
搭
乗
実
績
が
50
・
３

％
と
、
前
年
に
比
べ
て
、
２
・
６
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観
光
入
込

客
数
は
、
11
月
２
日
に
５
年
連
続
で

２
０
０
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
は
、
夏
休
み
や
週
末
に

台
風
の
影
響
な
ど
に
よ
る
天
候
不
順

の
日
が
例
年
に
な
く
多
く
、
目
標
の

２
５
０
万
人
に
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
誘
客
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

魚
と
妖
怪
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

の
連
続
ド
ラ
マ
の
舞
台
地
と
な
っ
た
こ

と
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
大
阪
府
岸
和

田
市
の
、
だ
ん
じ
り
祭
に
参
加
し
、
観

光
Ｐ
Ｒ
と
あ
わ
せ
、
境
港
市
水
産
加
工

大
賞
を
受
賞
し
た
イ
カ
カ
ツ
や
、
伯
州

綿
製
品
の
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
10
月

に
は
東
京
都
大
田
区
の
、大
田
区
商
い
・

観
光
展
に
出
展
し
、
羽
田
米
子
便
の
Ｐ

Ｒ
、
伯
州
綿
製
品
の
販
売
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
怪
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

た
徳
島
県
三
好
市
や
愛
媛
県
松
山
市
に

お
い
て
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
物

産
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
広
島
県
内
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
予

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
寄
港
回
数
は
、
11
回
を
数
え
、
昨

年
を
上
回
る
約
１
万
４
０
０
０
人
の
国

内
外
の
お
客
様
が
、
山
陰
両
県
の
観
光

地
を
訪
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
過
去
最
大
と
な
る
マ

リ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
が
約

３
５
０
０
人
の
お
客
様
を
乗
せ
て
中
国

上
海
か
ら
寄
港
し
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
を
は
じ
め
周
辺
の
観
光
地
が
、
多
く

の
中
国
人
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
周
辺
へ
の
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

間
も
な
く
設
計
を
終
え
、
本
年
度
中
に

完
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
外

国
人
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
向
上

が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
26
年
１
月
か

ら
10
月
末
ま
で
の
水
揚
量
は
、
９
万
３

６
０
０
ト
ン
余
で
、
前
年
比
87
％
と
下

回
っ
た
も
の
の
、
水
揚
金
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１
５
０
億
７
０
０
０
万
円
余

で
前
年
比
１
０
９
％
と
上
回
っ
て
お
り

ま
す
。

　

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
油
価

格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
漁
業
コ
ス
ト
の

増
加
、
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
漁

労
所
得
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
現
状
に
合

わ
せ
て
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
地
域

ご
と
に
考
え
、
浜
の
活
力
を
取
り
戻
す

た
め
に
具
体
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
、

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
策
定
と
、
プ

ラ
ン
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
組
織
と

し
て
、
境
港
市
地
域
水
産
業
再
生
委
員

会
を
10
月
31
日
、
本
市
が
事
務
局
と
な

り
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
プ
ラ
ン
を
平
成
26
年
中
に
取

り
ま
と
め
、
国
の
承
認
を
受
け
た
後
、

補
助
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
本
市
水
産
業
の
振
興
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

境
漁
港
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

度
衛
生
管
理
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
、

特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
が
、
10

月
31
日
に
国
か
ら
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
鳥
取
県
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
岸
壁
耐
震
化
や
上
屋
整
備
工
事

の
着
手
に
向
け
て
、
現
在
、
岸
壁
の
詳

細
設
計
や
市
場
整
備
に
係
る
基
本
設
計

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
の
完
了
時
期
は
、
概
ね

平
成
35
年
度
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

農

業

　

本
市
特
産
の
白
ね
ぎ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
春
先
の
低
温
、
夏
場
の
長
雨
、
日

照
不
足
な
ど
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
出
荷
量
は
、
春
ね
ぎ
が
、
前
年

比
88
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
夏
ね

ぎ
は
前
年
比
１
４
６
％
と
好
調
で
、
春

ね
ぎ
、
夏
ね
ぎ
を
合
わ
せ
る
と
前
年
比

１
１
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
よ
り
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
る
秋

冬
ね
ぎ
に
つ
き
ま
し
て
も
夏
場
の
長
雨

に
よ
り
生
育
の
遅
れ
が
や
や
み
ら
れ
た

も
の
の
、
順
調
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伯
州
綿

連
絡
協
議
会
が
伯
州
綿
を
身
近
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
綿
の
収
穫
体
験
や
綿
と
ワ
タ
ガ
ラ

を
材
料
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
の
体
験
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
22
日
に
愛
知
県
蒲
郡
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
コ
ッ
ト
ン
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
、
全
国
の
綿
栽
培
や
綿
製

品
に
関
わ
る
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
伯
州
綿
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
新
た
な
商
品
づ
く
り
と
し
て
、

企
業
と
連
携
し
、
鳥
取
県
産
業
振
興
機

構
の
事
業
を
活
用
し
て
製
品
開
発
と
販

路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

商

工

業

の

振

興

　

本
年
度
、
企
業
立
地
が
決
ま
り
ま
し

た
４
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
来
春
の
操
業
に
向
け
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
市
内
居
住
者

約
30
人
の
新
規
雇
用
が
な
さ
れ
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
16
日
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
の
自
治
体
、
商
工
団
体
で
構
成
す

る
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の

づ
く
り
連
携
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
が
夢
み

な
と
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

圏
域
外
か
ら
招
致
し
た
バ
イ
ヤ
ー
も

含
め
、
１
７
０
社
が
参
加
し
、
３
０
１

件
の
商
談
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
中
小
企
業
の
廃
業
が

創
業
を
上
回
る
状
況
を
踏
ま
え
、
10
月

に
鳥
取
県
西
部
地
域
９
市
町
村
、
商
工

団
体
が
連
携
し
て
地
域
内
の
創
業
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
鳥
取
県

西
部
創
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
制
度
を

創
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
本

市
に
も
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
創
業
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
で
は
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
や
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
運
航
に
よ
り
増
加
し
た
外
国

人
観
光
客
の
お
も
て
な
し
の
充
実
を
図

る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
の
導
入
に
着
手
さ
れ
、
本
年
度
中
に

は
、
15
店
舗
に
専
用
端
末
が
整
備
さ
れ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

寄港したマリナー・オブ・ザ・シーズ

7　平成２７年１月



水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計
画
・

基
本
設
計
検
討
委
員
会
お
よ
び
「
道
」

と
「
沿
道
」
の
二
つ
の
部
会
に
お
い
て
、

道
路
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
の
議
論
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
25
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

当
初
の
基
本
設
計
原
案
に
委
員
会
と
し

て
の
意
見
を
反
映
し
た
修
正
案
が
東
京

大
学
の
堀
教
授
か
ら
提
示
さ
れ
、
一
方

通
行
化
や
道
路
の
線
形
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
形
状
な
ど
、
基
本
的
な
部
分
に
つ

い
て
委
員
の
皆
さ
ん
の
承
認
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

昨
年
度
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
、

境
港
・
み
な
と
を
核
と
し
た
官
民
連
携

に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
計
画
の
構
想
案

の
核
と
な
る
竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
市

長
会
を
は
じ
め
、
鳥
取
・
島
根
両
県
、

圏
域
の
議
長
会
、
商
工
会
議
所
、
利
用

企
業
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
来
年
度
の

新
規
事
業
採
択
に
向
け
て
、
国
や
関
係

機
関
へ
の
要
望
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
で
あ
る
中
野
地
区
国

際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
11
月
か
ら
岸
壁
の
本
体
と

な
る
ケ
ー
ソ
ン
の
据
え
付
け
作
業
が
本

格
的
に
始
ま
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
順
調
に
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

　

来
年
度
か
ら
の
事
業
着
手
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
地
籍
調
査
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
実
施
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
、
地
籍
調
査
の
先
行

調
査
で
あ
る
都
市
部
官
民
境
界
基
本
調

査
が
９
月
か
ら
竹
内
町
と
外
江
町
の
一

部
、
計
０
・
８
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
年
度
中
に
は
、
現
況
測
量
と
公
図
状

況
の
現
地
へ
の
復
元
が
完
了
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
き
ま
し

て
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
自
治

連
合
会
正
副
会
長
会
に
お
き
ま
し
て
、

事
業
の
概
要
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
12
月
５
日
に
も
外
江
町
で
説
明
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
自
治
会
等
の
ご
要

望
に
応
じ
、
随
時
説
明
に
出
向
き
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

生
活
関
連
道
路
等
の
整
備
工
事
の
発

注
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良

工
事
の
ほ
か
、
道
路
維
持
修
繕
工
事
、

通
学
路
・
交
通
安
全
施
設
工
事
な
ど
、

11
月
末
で
当
初
予
算
比
約
85
％
と
な
っ

て
お
り
、
残
る
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も

早
期
発
注
に
努
め
、
各
事
業
の
一
層
の

進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
等
の
社
会
基
盤
施
設
の

維
持
点
検
作
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
中
に
市
道
・
橋
り
ょ
う
施
設
の
全

箇
所
の
点
検
を
終
え
る
見
通
し
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

重
要
度
、
優
先
性
を
考
慮
し
な
が
ら
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

街
路
お
よ
び
防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
工
事

の
発
注
を
完
了
し
、
今
後
、
学
校
周
辺

の
通
学
路
に
62
基
を
新
設
す
る
工
事
も

年
内
に
発
注
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。空

家

対

策

　

平
成
26
年
７
月
、
境
港
市
空
家
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
施
行
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
外
観
上
問
題

が
あ
り
、
空
家
の
可
能
性
の
高
い
建
物

１
８
３
棟
の
う
ち
、
特
に
危
険
と
思
わ

れ
る
59
棟
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
37
棟
が
条
例
に
規
定
す

る
、
人
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
を

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
家
屋
等
に
あ
た

る
特
定
空
家
に
該
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
特
定
空
家
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
、
所
有
者
に
対
し
適
正
管
理

や
処
分
等
を
促
す
助
言
や
指
導
を
行
い
、

改
善
が
見
込
め
な
い
場
合
に
は
条
例
に

定
め
る
手
順
に
従
っ
て
解
決
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
空
家
に
該
当
し
な
か
っ

た
建
物
に
つ
き
ま
し
て
も
、
必
要
に
応

じ
適
正
な
管
理
を
お
願
い
す
る
等
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

の

整

備

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の
補

正
予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
事

業
の
進
捗
が
図
ら
れ
、
本
年
度
中
に
人

口
普
及
率
も
60
％
を
超
え
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
予
定
し
て
い
る
下
水
道
工
事

は
、
10
月
ま
で
に
発
注
を
完
了
し
、
Ｊ

Ｒ
境
線
周
辺
の
境
地
区
や
上
道
町
、
中

野
町
な
ど
で
面
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
渡
・
外
江
地
区

の
早
期
着
工
に
向
け
て
、
第
二
中
学
校

前
の
県
道
余
子
停
車
場
線
で
は
、
Ｊ
Ａ

鳥
取
西
部
境
港
支
所
ま
で
境
港
二
号
汚

水
幹
線
の
築
造
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

防

災

対

策

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
月
18
日
に
、
各
地
区
か
ら
１
３
４
名

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
避
難
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。　

　

鳥
取
、
島
根
両
県
と
６
市
に
よ
る
本

年
度
の
訓
練
は
、
放
射
性
物
質
放
出
後

を
想
定
し
た
初
め
て
の
訓
練
と
な
り
、

汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
雨
具
の
着
用
等
を

実
践
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
も
実
際
使
用
す
る
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
し
、

課
題
の
検
証
を
行
い
、
よ
り
避
難
計
画

の
実
効
性
を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

地
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月

５
日
に
、
市
内
全
域
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緊
急
地
震
速
報
を
防
災
無

線
で
放
送
し
、
ま
ず
自
分
自
身
の
身
を

守
る
行
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
取
り
組
み
、
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
20
日
に
美
保
通
信
所
で
発
見
さ

れ
た
不
発
弾
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月

24
日
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
無
事
処
理
さ

れ
ま
し
た
。

　

処
理
当
日
、
本
市
に
お
い
て
は
、
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

警
戒
区
域
を
設
定
し
、
交
通
規
制
や
立

入
禁
止
区
域
を
設
け
対
応
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画

検
討
委
員
会
は
、
９
月
25
日
に
第
一
回

目
の
会
議
を
行
い
、
市
民
会
館
周
辺
、

竜
ヶ
山
公
園
周
辺
二
つ
の
エ
リ
ア
の
基

本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
で
承
認
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

11
月
５
日
に
は
、
第
二
回
目
の
委
員

会
を
開
催
し
、
今
後
望
ま
れ
る
施
設
の

機
能
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
本
年
度
末

の
基
本
構
想
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
配
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
９
日
、

鳥
取
県
よ
り
本
市
に
対
し
ま
し
て
、
意

見
照
会
が
行
わ
れ
、
11
月
に
は
、
中
浜

地
区
な
ど
で
、
配
備
の
概
要
に
つ
い
て

の
住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
住
民
説
明
会
で
は
、
配
備
機

数
や
部
隊
規
模
な
ど
に
つ
い
て
国
か
ら

説
明
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

地

籍

調

査

事

業

市報さかいみなと　8



環

境

行

政

　

可
燃
ご
み
の
一
層
の
減
量
化
と
資
源

化
を
促
進
す
る
た
め
、
11
月
か
ら
軟
質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
と
、
衣

類
・
布
類
の
直
接
搬
入
料
金
の
引
き
下

げ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
開
始
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、

収
集
量
は
想
定
し
た
量
よ
り
少
な
い
状

況
で
す
が
、
市
民
へ
の
浸
透
に
伴
っ
て

徐
々
に
増
え
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別

に
よ
り
ご
み
出
し
が
少
量
に
な
る
こ
と

で
、
よ
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
可
燃
ご
み

袋
を
希
望
す
る
声
に
対
応
し
て
、
10
リ

ッ
ト
ル
袋
を
新
た
に
製
作
す
る
と
と
も

に
、
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
袋
に
お

い
て
も
25
リ
ッ
ト
ル
袋
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
、
今
市
議
会
に
関
係
議
案
を
上

程
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
、
生
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
グ
ル
ー
プ
へ
の
参

加
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26

年
３
月
末
時
点
の
３
６
６
世
帯
か
ら
、

４
２
０
世
帯
と
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
み
の
さ
ら
な
る
減
量

化
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

側
溝
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
か
ら
、
泥
の
堆
積
が
多
く
地
元
住
民

で
は
対
応
が
困
難
な
箇
所
や
、
自
治
会

か
ら
特
に
要
望
の
あ
っ
た
側
溝
に
つ
い

て
、
従
来
と
は
別
枠
で
市
に
お
い
て
清

掃
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
渡
・
外

江
地
区
を
中
心
に
延
べ
14
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
り
実
施
し
、
排
水
不
良
等
の

解
消
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

教
育
施
設
整
備
と
社
会
教
育

　

教
育
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
、
第
二
中
学
校
外
構
等
工
事
が
完

成
し
た
ほ
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新

設
事
業
、
幸
神
町
体
育
館
お
よ
び
市
民

温
水
プ
ー
ル
改
修
事
業
な
ど
、
概
ね
順

調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
月
に
「
海
」
を
活
用
し
た
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
場
づ
く
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
向
け
、
境
港
市
海
の
ス
ポ

ー
ツ
活
性
化
調
査
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
し
た
日
韓
ロ
国
際
交
流　

第
14
回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
競
走

大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
か
ら
出
場
い
た
だ
き
、

県
内
外
の
有
力
な
実
業
団
チ
ー
ム
と
共

に
健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
前
日
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
も
国
際
交
流
を
体
感

す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
本
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
」
を
テ
ー
マ
に
11
月

30
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
境
港
市
読

書
活
動
推
進
大
会
で
は
、
元
鳥
取
市
立

中
央
図
書
館
長
西
尾
肇

は
じ
め

さ
ん
の
「
本
で

つ
な
が
る
街
づ
く
り
」
の
講
演
を
は
じ

め
、
大
型
絵
本
や
点
字
本
、
ド
イ
ツ
古

典
絵
本
の
復
刻
本
と
い
っ
た
特
色
あ
る

絵
本
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、

新
た
な
本
の
魅
力
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
図
書
館
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
、
さ
ら
な
る
生
涯
読
書
の
推
進
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
伸
び
悩
み

を
解
消
す
る
た
め
、
本
年
度
は
個
人
負

担
金
の
大
幅
な
引
き
下
げ
や
市
内
事
業

所
に
従
業
員
へ
の
受
診
の
促
進
な
ど
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

10
月
に
は
境
港
医
師
協
会
の
全
面
的

な
ご
協
力
の
下
、
医
師
に
よ
る
講
演
会

を
市
内
全
地
区
で
実
施
し
た
ほ
か
、
公

民
館
ま
つ
り
や
各
種
団
体
へ
出
向
い
て

の
啓
発
活
動
な
ど
、
検
診
の
重
要
性
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
人

へ
受
診
を
促
す
活
動
と
し
て
、
本
年
度
、

新
た
に
組
織
し
た
「
検
診
す
す
め
隊
」

も
10
月
末
現
在
で
２
１
８
人
の
人
に
ご

加
入
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
精
力

的
に
受
診
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
特
に
肺
が
ん
検

診
の
受
診
者
数
が
10
月
末
現
在
で
、
既

に
前
年
度
実
績
を
上
回
る
な
ど
、
全
体

的
に
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

専

決

処

分

の

承

認

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
費
１
５
５
３
万
３
千
円
を
新

た
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
財
源

と
し
て
、
県
支
出
金
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
６
９
億
４
６
６
３
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
四
号
）

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
人
件
費
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
や

職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
な
ど
に
よ
り
、

合
わ
せ
て
１
０
２
９
万
円
余
を
増
額
。

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社

等
か
ら
の
土
地
購
入
費
７
３
６
０
万
円

余
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
の
増
加
に

伴
い
、
寄
附
を
頂
い
た
人
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
費
用
等
５
７
２
１
万
円
余
、
お
よ

び
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ
と

基
金
へ
の
積
立
金
１
億
２
０
０
０
万
円

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

介
護
保
険
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

１
５
４
万
円
余
、
待
機
児
童
解
消
加
速

化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
保
育
体
制
の
強

化
等
に
取
り
組
む
私
立
保
育
園
に
対
す

る
助
成
金
４
０
０
万
円
余
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

可
燃
ご
み
お
よ
び
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
に
つ
き
ま
し
て
、
新
た
に
容
量
の

小
さ
な
指
定
袋
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴

う
作
製
費
３
３
０
万
円
余
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

本
市
に
移
住
・
定
住
し
、
伯
州
綿
事

業
に
従
事
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
募
集
に
要
す
る
経
費
35
万
円
余
を
増

額
す
る
一
方
、
本
年
度
９
月
に
補
正
予

算
で
措
置
い
た
し
ま
し
た
合
板
の
生
産

拡
大
を
目
的
と
し
た
機
械
設
備
の
整
備

を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
助
成
金
に
つ

き
ま
し
て
、
住
宅
需
要
の
低
迷
等
に
よ

り
、
事
業
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

３
億
４
８
７
６
万
円
余
を
減
額
。
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【
土
木
費
】

　

修
繕
箇
所
の
増
加
に
伴
う
道
路
維
持

補
修
費
４
０
０
万
円
、
下
水
道
事
業
費

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２
１
６
万
円
余

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
中
学
校
体
育
館
の
天
井
等
の
耐

震
対
策
を
行
う
た
め
の
実
施
設
計
費

１
８
５
３
万
円
余
、
来
年
度
２
学
期
か

ら
稼
働
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す

る
給
食
食
器
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費

７
３
１
８
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
主
な
財
源
と
し
て
、

基
金
繰
入
金
と
市
債
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
２
４
７
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
６
９
億
９
９
１
０
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
な
ど
６
事
業
に
つ
い
て
設
定
し
、

翌
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

境
港
市
民
体
育
館
や
境
港
市
営
竜
ヶ

山
球
場
な
ど
の
体
育
施
設
お
よ
び
境
港

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
管
理
委
託
料
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
と
新
た
に
協
定
を

締
結
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま

し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
退
職
被
保
険

者
等
の
療
養
給
付
費
１
５
６
１
万
円
余

を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
２
５
７
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
42
億
４
１
６
２
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
３
２

１
万
円
余
を
減
額
す
る
一
方
、
施
工
箇

所
の
増
加
等
に
伴
う
工
事
請
負
費
２
０

０
０
万
円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
２
６
万
９
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
24
億
１
４
６
５
万

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
費
２
９
７
万
円
を
増
額
す
る

な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
３
万

３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
36
億

３
９
２
７
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
の
補

正
予
算

　

保
険
料
の
還
付
金
等
の
不
足
額
84
万

４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
３
億

７
３
６
３
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
お
よ
び
給
料
月
額

並
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

出
産
時
の
給
付
金
に
つ
い
て
、
産
科

医
療
補
償
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
減
額

の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
健
康
保
険
法

施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。

■
境
港
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
お

よ
び
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い
て
、

新
た
に
容
量
の
小
さ
な
指
定
袋
を
設
け

ま
し
た
。

■
境
港
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
向

け
た
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
、

本
市
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

広
告
物
の
表
示
等
の
許
可
手
数
料
の

対
象
に
、
許
可
内
容
の
変
更
許
可
を
追

加
し
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
よ
う
改
め

ま
し
た
。

■
境
港
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

占
用
使
用
料
の
対
象
に
、
電
柱
等
の

支
線
を
追
加
し
、
使
用
料
を
徴
収
す
る

よ
う
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

納
付
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
受
益

者
負
担
金
の
納
期
月
を
、
８
月
、
10
月
、

12
月
お
よ
び
２
月
に
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　

中
浜
東
保
育
所
を
、
な
か
は
ま
保
育

園
と
す
る
等
、
市
が
設
置
す
る
保
育
所

の
名
称
を
ひ
ら
が
な
表
記
と
す
る
と
と

も
に
保
育
園
に
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
発
達
支
援
等
事
業
に
係

る
利
用
者
負
担
金
の
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

　

児
童
発
達
支
援
等
事
業
に
つ
い
て
、

市
の
直
営
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
終

え
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
負
担
金
の
徴

収
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
、
い

わ
ゆ
る
第
三
次
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

る
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

指
定
介
護
予
防
支
援
に
係
る
申
請
者
の

要
件
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
を
定
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

第
三
次
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
介

護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
包
括
的
支
援
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
を

定
め
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

境
港
市
営
竜
ヶ
山
球
場
な
ど
６
つ
の

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い

る
境
港
市
体
育
協
会
が
、
平
成
27
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
指
定
期
間
が
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
協
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
が
、
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
指
定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
同
ス
ク
ー
ル
を
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

委

員

会

提

出

議

案

■
境
港
市
議
会
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

陳

情

の

審

議

結

果

■
趣
旨
採
択

◇
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

　

ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る
法
律
の
制

　

定
に
関
す
る
陳
情

１２月定例市議会報告

境港市議会政治倫理条例が制定されました
　議員の政治倫理の確立を図り、より市民に信頼され

る公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的と

して、議員の責務や政治倫理基準等を定めた条例です。

（平成２７年４月１日施行）

　解説付きの条例は、市議会ホームページや各地区公

民館等で、ご覧いただけます。

【問い合わせ先】　議会事務局（☎47-1097）

市報さかいみなと　10



　４月から消費税率が８％に引き上げられましたが、低所得の人や子育て世帯への負担を軽減するための臨時的な給付

措置として、「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の給付を行っています。

　境港市では、支給対象となる可能性のある人に申請書をお送りしています。

　この２つの給付金は、申請期限までに申請書を提出しないと支給されません。申請期限が迫っていますので、支給要

件に該当する人は忘れずに申請しましょう。

　※受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です。

臨 時 福 祉 給 付 金

▼支給対象者

　平成２６年度住民税（均等割）が課税されない人

　ただし、ご自身を扶養している人が課税されている場

合や生活保護制度の被保護者となっている場合などは対

象外です。

※申請書が届いても、例えば単身赴任されているご家族

の被扶養者になっている場合など、市外にお住まいの住

民税課税者の税法上の扶養親族等となっている場合は支

給対象となりません。支給要件をよくご確認ください。

▼支給額

　支給対象者１人につき１万円

　ただし、加算対象となる基礎年金、各種手当て等を受

給されている人は５千円を加算します。

　※支給は１回限りです。

▼申請に必要なもの

　①申請書　　②保険証または免許証等（該当者全員分）

　③振込口座の通帳　④認印　など

▼受付場所

　地域振興課（本庁舎２階）

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金

▼支給対象者

　平成２６年１月分の児童手当の受給者

　ただし、臨時福祉給付金の対象者や児童手当の所得制

限限度額以上の人、生活保護制度の被保護者となってい

る場合などは対象外です。

▼支給額

　子ども１人につき１万円

　※支給は１回限りです。

▼受付場所

　子育て支援課（保健相談センター内）

問 い 合 わ せ 先

◇臨時福祉給付金について

　地域振興課臨時福祉給付金担当（☎46－0294）

◇子育て世帯臨時特例給付金について

　子育て支援課児童係（☎47－1045）

２つの給付金　締め切り間近！
《申請期限》１月２２日（木）

の申請はお済みですか？

　申請書がお手元にない場合や、申請書の書き方が

わからない場合は、お問い合わせください。

臨 時 受 付 窓 口 を 開 設 し ま す

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の受け付けを行う窓口を臨時に開設します。

▼と　き　１月１７日（土）　午前９時～午後４時　　　　　　　 ▼ところ　保健相談センター

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

11　平成２７年１月



情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！

　

今
か
ら
60
数
年
前
の
外
江
干
拓
事
業

は
、
数
々
の
歴
史
を
残
し
ま
し
た
。

　

戦
時
中
、
疎
開
の
た
め
帰
郷
し
て
い

た
日
本
鋼
管
社
長
の
柏か

し
わ
ぎ
り
ょ
う
じ

木
良
治
氏
が
、

食
糧
増
産
を
目
的
に
外
江
西
灘
沖
の
浅

瀬
を
利
用
し
た
干
拓
計
画
を
立
て
ま
し

た
。

　

国
や
海
軍
省
な
ど
へ
の
申
請
に
奔
走

し
、
外
江
村
議
会
の
議
決
を
受
け
て
計

画
は
許
可
さ
れ
ま
し
た
が
戦
争
は
激
化
、

工
事
着
工
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

終
戦
混
乱
期
の
中
、
食
糧
不
足
が
深

刻
化
。
外
江
村
長
は
、
農
地
造
成
を
外

江
村
の
事
業
と
決
定
し
ま
し
た
。　
　
　

　

昭
和
22
年
に
柏
木
氏
よ
り
埋
立
許
可

の
権
利
を
譲
り
受
け
た
後
、
許
可
水
面

が
外
江
と
渡
の
地
先
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
外
江
村
長
は
渡
村
長
・
県
議
・
代

議
士
と
共
に
東
奔
西
走
。
各
界
へ
の
陳

情
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
30
年
干
拓
竣
工
式
挙
行
。

　

し
か
し
、
農
地
と
し
て
の
干
拓
地
も
、

工
業
振
興
の
流
れ
か
ら
約
６
割
が
木
工

団
地
に
転
用
さ
れ
、
水
産
業
と
共
に
産

業
文
化
都
市
を
掲
げ
る
境
港
市
の
産
業

を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

干
拓
事
業
中
の
昭
和
25
年
に
は
、
海

中
か
ら
夥

お
び
た
だ

し
い
数
の
土
器
片
・
動
物
の

骨
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
あ
た
り
を
「
西

灘
遺
跡
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
干
拓
記
念
碑
は
、
次
世
代
へ

の
事
業
活
性
化
を
願
っ
て
干
拓
地
の
北

西
部
端は
し

に
建こ
ん

立
り
ゅ
う

さ
れ
ま
し
た
。

　

時
流
の
波
に
よ
っ
て
、
農
地
か
ら
木

工
団
地
そ
し
て
西
工
業
団
地
へ
と
転
身

し
ま
し
た
が
、
景
色
の
変
化
を
見
守
り

な
が
ら
静
か
に
端た

ん

座ざ

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ

浩
ひ
ろ
し

）

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

外江干拓事業外江干拓事業

  恋
こい

人
びと

との別
わか

れ、故
こ

郷
きょう

への思
おも

い、心
こころ

に染
し

み入
い

る風
ふう

景
けい

。たっ

た四行
ぎょう

の詩
し

「絶
ぜっ

句
く

」から豊
ゆた

か

な漢
かん

詩
し

の世
せ

界
かい

に触
ふ

れてみよう。

　素
そ

朴
ぼく

な自
し

然
ぜん

が残
のこ

る各
かく

地
ち

の集
しゅう

落
らく

を訪
たず

ね、自
し

然
ぜん

と共
とも

につつま

しやかに暮
く

らす人
ひと

びとの日
にち

常
じょう

を飾
かざ

り気
け

ない言
こと

葉
ば

で伝
つた

える。

　平
へい

和
わ

の意
い

味
み

は、それを破
は

壊
かい

する戦
せん

争
そう

や暴
ぼう

力
りょく

の経
けい

験
けん

から鮮
せん

明
めい

に浮
う

かぶ。戦
せん

争
そう

や暴
ぼう

力
りょく

の現
げん

実
じつ

をじっくりと考
かんが

え始
はじ

めよう。

　都
と

市
し

機
き

能
のう

が充
じゅう

実
じつ

し、独
どく

自
じ

の

文
ぶん

化
か

を醸
じょう

成
せい

した江
え

戸
ど

。差
さ

別
べつ

を

受
う

けながらも前
まえ

向
む

きに生
い

きた

貧
ひん

民
みん

たちの生
せい

態
たい

を克
こく

明
めい

に描
えが

く。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇人
ひと

とミルクの１万
まん

年
ねん

          （平
ひら

田
た

昌
まさ

弘
ひろ

）　　　

◇１０代
だい

の憲
けん

法
ぽう

な毎
まい

日
にち

             （伊
い

藤
とう

真
まこと

）

◇戦
せん

場
じょう

のオレンジ          （Ｅ．レアード）

◇白
しら

神
かみ

山
さん

地
ち

マタギ伝
でん

　　　

　―鈴
すず

木
き

忠
ただ

勝
かつ

の生
しょう

涯
がい

―            （根
ね

深
ぶか

誠
まこと

）

◇バニヤンの木
こ

陰
かげ

で       （Ｖ．ラトナー）

◇青
あお

い光
ひかり

に魅
み

せられて

　―青
あお

色
いろ

ＬＥＤ開
かい

発
はつ

物
もの

語
がたり

―      （赤
あか

﨑
さき

勇
いさむ

）

◇京
きょう

都
と

≪千
せん

年
ねん

の都
みやこ

≫の歴
れき

史
し

    （高
たか

橋
はし

昌
まさ

明
あき

）

◇原
げん

発
ぱつ

と大
おお

津
つ

波
なみ

　―警
けい

告
こく

を葬
ほうむ

った人
ひと

々
びと

―       （添
そえ

田
だ

孝
たか

史
し

）　　

◇金
かね

持
も

ちが確
かく

実
じつ

に世
せ

界
かい

を支
し

配
はい

する方
ほう

法
ほう

　　　　　　　　　　    （Ｓ．ジョージ）

◇短
たん

編
ぺん

中
ちゅう

編
へん

小
しょう

説
せつ

集
しゅう

成
せい

第
だい

２巻
かん

（井
いの

上
うえ

ひさし）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

223冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

☆絵
え

本
ほん

・児
じ

童
どう

書
しょ

　新
しん

刊
かん

書
しょ

のほか、読
よ

み継
つ

が

れてきた名
めい

著
ちょ

がたくさんあります。

☆大
だい

活
かつ

字
じ

本
ぼん

　大
おお

きな活
かつ

字
じ

の本
ほん

があります。

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

１０時
じ

～午
ご

後
ご

６時
じ

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

漢か
ん

詩し

の
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
　
　

  　

川か
わ

合い

康こ
う

三ぞ
う

里さ
と

の
時じ

間か
ん

　
　
　

  

芥
あ
く
た

川が
わ

仁じ
ん

・
阿あ

部べ

直な
お

美み

平へ
い

和わ

を
考

か
ん
が

え
る
た
め
の
１
０
０
冊さ

つ

＋
α

ア
ル
フ
ァ

　
　
　
　
　

日に

本ほ
ん

平へ
い

和わ

学が
っ

会か
い

編へ
ん

江え

戸ど

の
貧ひ

ん

民
み
ん

　
　
　
　
　
　

  

塩し
お

見み

鮮せ
ん

一い
ち

郎ろ
う

干拓記念碑（昭和 30 年）

干拓記念碑（現在）

市報さかいみなと　12



　２０歳になった皆さん、成人おめでとうございます。

　これまでは未成年として法律で保護されていました

が、これからは成年者として契約上の責任を負うこと

になります。

　若者に多いトラブルをいくつか紹介します。

《キャッチセールス》

　駅や繁華街の路上で「アンケート調査」などと告げ

て呼び止め、喫茶店や営業所に連れて行き、不安をあ

おるなどして商品やサービスを契約させます。

《アポイントメントセールス》

　「景品が当たったので取りに来て」などと販売目的

を明かさずに電話やダイレクトメールで呼び出し、商

品やサービスを契約するまで帰れない状況にします。

《マルチ商法》

　ネットワークビジネスなどとも言われています。商

品などを契約させて販売組織に誘い、新たな加入者を

勧誘すれば利益が得られると強調します。しかし新た

な加入者を勧誘することは容易ではありません。友人

を勧誘すれば関係を壊してしまうおそれもあります。

【アドバイス】

◇契約は口約束でも成立し、原則、一度結んだ契約は

　一方的な理由で勝手にやめることはできません。契

　約の際は冷静に考え、必要なければきっぱり断りま

　しょう。

◇「強引に契約させられた」「事実と違う内容だった」

　など、トラブルにあった時は早めに相談しましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

成人された皆さんへ

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

152 137消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

人権講座

　境港市では、一人ひとりの人権が尊重される地域づ

くりへの取り組みの一つとして、人権をテーマにした

講座を開催しています。その主なものには、２年間で

市内全地区を巡回する「地区人権学習講座」、春と秋

の講座、12月の「人権ふれあいフェスティバル」な

どがあります。

　昨年11月27日に開催した秋の人権講座では、主

に外国人の人権問題について、講師ご自身の体験も踏

まえてご講演いただきました。参加された多くの人か

ら「考えさせられた」「心を揺さぶられた」「いい話が

聞けた」などの感想をいただきました。

　このような講座の案内は、市報、市のホームページ、

ポスターやチラシなどで行っています。案内を目にさ

れましたら、是非周りの人を誘って参加してみてくだ

さい。

お忘れなく！
市 県 民 税 4 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

２月 ２ 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

　冬期は、積雪や凍結によるスリップ事故が多発しますので、次のこ

とに気を付けましょう。

《出発前の準備》

　冬用タイヤへの交換はお済みですか？また、大雪に備え、スコップ

やタイヤ、チェーン等を積み、燃料も給油しておきましょう。

《走行時の注意事項》

　積雪や凍結した道路では、スピードは控えめに、車間距離を十分

に保ちましょう。また、急ブレーキ・急ハンドル・急加速など「急」　

の付く運転はやめましょう。

　積雪のない道路でも、橋の上や山間部は、凍結していることもあり

ますので、　その手前で速度を十分に落としましょう。

冬期の交通事故防止

参加者アンケートより (参加者30人中28人回答)

1
4%

9 32%

18 64%

1 4%

11月27日 人権講座

「一人ひとりからはじめよう～人と人とのいい関係～」

（問）今後もこのような「人権講座」に参加しようと思われますか

13　平成２７年１月
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公
立
保
育
所
の
名
称
変
更

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
優
し
い
印
象
で

よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
来
年
度
（
４
月
１
日
）
か
ら
公

立
保
育
所
の
名
称
を
ひ
ら
が
な
標
記

に
す
る
と
と
も
に
、
保
育
園
と
い
う

名
称
に
変
更
し
ま
す
。

◇
渡
保
育
所　

⇒　

わ
た
り
保
育
園

◇
上
道
保
育
所

　
　
　
　

⇒　

あ
が
り
み
ち
保
育
園

◇
中
浜
東
保
育
所

　
　
　
　
　

⇒　

な
か
は
ま
保
育
園

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
５
）

体
育
施
設
の
使
用
停
止

　

改
修
工
事
に
伴
い
、
体
育
施
設
の

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
使
用
停
止
施
設

◇
竜
ケ
山
球
場

◇
竜
ケ
山
陸
上
競
技
場

◇
市
民
テ
ニ
ス
場
中
央
コ
ー
ト
（
ク

　

レ
ー
コ
ー
ト
４
面
の
み
）

▼
使
用
停
止
期
間

　

３
月
31
日
（
火
）
頃
ま
で

※
竜
ケ
山
球
場
は
、
芝
生
の
養
生
の

た
め
使
用
停
止
期
間
が
延
び
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
４
）

幸
神
体
育
館
の
使
用
再
開

　

幸
神
体
育
館
の
改
修
工
事
が
終
了

し
、
１
月
か
ら
使
用
を
再
開
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
長
期
に
渡

り
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

▼
使
用
再
開
時
期

　

１
月
１
日
以
降
の
使
用
分
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
４
）

街
路
樹
の
現
地
調
査

　

街
路
樹
の
根
の
延
伸
に
よ
る
民
地

へ
の
侵
入
や
、
根
上
が
り
に
よ
る
不

具
合
等
が
あ
る
場
合
、
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の

バ

ス

停

移

動

「
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま
す

　

夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、県
営
住
宅
前（
夕

日
ヶ
丘
１
丁
目
）
の
は
ま
る
ー
ぷ
バ

ス
停
留
所「
健
康
シ
テ
ィ
夕
日
ヶ
丘
」

の
位
置
を
移
動
し
ま
す
。

▼
バ
ス
停
の
位
置
に
つ
い
て

　

１
月
15
日
（
木
）
か
ら
左
記
の
と

お
り
、
バ
ス
停
が
西
側
へ
約
80
メ
ー

ト
ル
移
動
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

通
商
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
者
一
覧

（
平
成
25
年
11
月
〜
平
成
26
年
10
月
）

　

市
報
12
月
号
の
「
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
者
一
覧
」
記
事
内
の
表
（
閲
覧

者
名
の
部
分
）に
、代
表
者（
管
理
者
）

が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
追
加

し
て
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
４
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

閲覧目的
閲覧者名

閲覧日 閲覧範囲
名　称 代表者（管理者）

日本人の就業実態に
関する総合調査

独立行政法人労働政
策研究・研修機構

理事長　菅野和夫
平成 25 年
12 月 5 日

渡町の 20 ～ 65 歳（昭和 24 年 1 月 1 日～平成 5
年 12 月 31 日までに生まれた者）から 30 件

全国たばこ
喫煙者率調査

日本たばこ産業㈱
たばこ事業本部

Ｍ＆Ｓ戦略部長　中野恵
平成 26 年
1 月 21 日

福定町の大正 13 年 5 月 1日～平成 6年 4月 30 日
生まれの者から 20 件

日本放送協会（NHK）
のテレビ視聴に
関する調査

㈱野村総合研究所 常務執行役員　此本臣吾
平成 26 年
5 月 21 日

福定町の 16 歳以上（平成 10 年 12 月末日までに
生まれたの者）から 14 件

メディアに関する
全国世論調査

（公財）  新聞通信
調査会

理事長　長谷川和明
平成 26 年
7 月 11 日

財ノ木町の 18 歳以上（平成 8年 7月末日までに
生まれた者）から 20 件

約８０メートル約８０メートル
健康シティ夕日ヶ丘健康シティ夕日ヶ丘

夕日ヶ丘夕日ヶ丘
メモリアルパークメモリアルパーク

市報さかいみなと　14



informationinformation

創
業
支
援
窓
口
の
設
置

　

地
域
の
創
業
促
進
を
目
的
に
、
西

部
地
区
９
市
町
村
（
境
港
市
・
米
子

市
・
日
吉
津
村
・
大
山
町
・
南
部
町
・

伯
耆
町
・
日
南
町
・
日
野
町
・
江
府

町
）
が
共
同
で
鳥
取
県
西
部
創
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
商
工
農
政
課
に
創

業
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
・
車
庫
を
含
む
）
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

②
家
屋
を
取
り
壊
し
た

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

③
家
屋
を
用
途
変
更
し
た

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
に
よ
り
住
宅
に

す
る
な
ど
、
用
途
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、
翌
年
度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
さ
れ
た

場
合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
に
よ
り
、

土
地
の
税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ

の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

街

路

灯
・

防

犯

灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
工
事

　

市
内
全
域
の
蛍
光
灯
約
２
７
０
０

基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
す
る
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

　

工
事
中
は
一
時
的
に
通
行
止
等
の

交
通
規
制
を
伴
い
、
大
変
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
作
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
施
工
業
者

◇
中
電
工
・
寿
電
気
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

◇
岡
田
電
工
・
斉
木
電
気
設
備
特
定

　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課
土
木
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
１
）

浄
化
槽
の
適
正
管
理

　

管
理
が
不
十
分
な
浄
化
槽
か
ら
排

出
さ
れ
る
放
流
水
は
、
川
や
海
の
水

質
汚
濁
を
招
き
、
悪
臭
や
害
虫
の
発

生
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
は
、
法
令
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
保
守
点
検

　

機
械
の
点
検
や
消
毒
剤
の
補
充
な

ど
の
保
守
管
理
を
、
年
に
３
〜
４
回

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
依
頼
先　

県
の
登
録
を
受
け
た
保

守
点
検
業
者

②
清
掃

　

浄
化
槽
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
を
、
毎

年
１
回
以
上
抜
き
取
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

▼
依
頼
先

◇
オ
キ
イ
清
掃
㈲

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
６
１
１
）

◇
境
港
環
境
事
業
㈲

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
４
７
１
）

③
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
放
流
水
の
水
質
検
査
な

ど
の
法
定
検
査
を
、
毎
年
１
回
受
検

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
依
頼
先
（
県
の
指
定
検
査
機
関
）

　
（
公
財
）
鳥
取
県
保
健
事
業
団

西
部
分
室　
　
（
☎
39
‐
３
２
８
８
）

④
そ
の
他

　

居
住
者
が
い
な
い
住
宅
な
ど
、
長

期
間
使
用
し
な
い
浄
化
槽
は
、
休
止

の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
清
掃
（
汚
泥
の
抜
き
取
り
）
を

し
て
か
ら
使
用
を
終
え
る
な
ど
の
対

策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使

用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
届
出
が
必

要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

有　

料　

広　

告

米子市水道局からのお知らせ
▼問い合わせ先

　米子市水道局給水維持課

　　　　　　　　　（☎３２－６１１４）

　冬の時期は、凍結などによる水道管の破裂な

どが起こることがあります。もう一度ご家庭の

水道管を点検し冬に備えましょう。
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特

定
（

産

業

別

）

最
低
賃
金
の
改
正

▼
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　

平
成
26
年
12
月
25
日
か
ら
時
間
額

７
４
３
円
に
改
正

▼
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金

　

平
成
26
年
12
月
13
日
か
ら
時
間
額

７
０
０
円
に
改
正

※
県
最
低
賃
金
は
平
成
26
年
10
月
８

日
か
ら
時
間
額
６
７
７
円
に
改
正

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
と
ん
ど
焼
き
の
注
意
点

　

し
め
縄
等
を
、
レ
ジ
袋
な
ど
に
入

れ
て
と
ん
ど
焼
き
に
持
参
さ
れ
た
際

は
、
レ
ジ
袋
な
ど
と
一
緒
に
出
さ
ず
、

極
力
「
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
と

し
て
分
別
す
る
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

太
陽
光
発
電
所
建
設(

県
営)

　

鳥
取
県
で
は
、
緑
の
豊
か
さ
、
環

境
の
良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

自
ら
行
動
す
る
県
民
運
動
『
と
っ
と

り
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
』
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
完
成
す
る
竹
内
西
緑
地

に
続
き
、
旧
境
水
産
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
に
も
建
設
し
ま
す
。
こ
の
施

設
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身

近
に
考
え
る
場
と
し
て
、
見
学
や
教

育
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
発
電
所
の
概
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
企
業
局
西
部
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
26
‐
０
０
１
７
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

 

種 別 測量・設計 電気 電気 建築 機・水・管

工 事 名
西工業団地排水路
改修工事「樋門
詳細設計業務委託」

街路灯・防犯灯
LED 交換工事
（１工区）

街路灯・防犯灯 LED
交換工事（２工区）

竜ヶ山球場
スコアボード等
改修工事

境港水産加工汚水処理
施設濃縮槽及び汚泥設備

機器更新工事

入 札 日 11 月 14 日 11 月 19 日 11 月 19 日 12 月 2 日 12 月 3 日

予定価格 19,537 千円 62,911 千円 68,030 千円 97,526 千円 286,608 千円

落 札 額 18,360 千円 61,776 千円 67,284 千円 95,040 千円 262,980 千円

落 札 率 94.0% 98.2% 98.9% 97.5% 91.8%

落 札 者
㈱パスコ
鳥取営業所

中電工・寿電気特定
建設工事共同企業体

岡田電工・斉木電気設備
特定建設工事共同企業体

㈱リンクス
共和化工・橋本工業所
特定建設工事共同企業体

有　

料　

広　

告

名称
県営境港中野太陽光

発電所

場所
境港市中野町
（旧境水産高校グラ
ウンド）

発電規模 約 1,000kW

年間
発電量

約 1,213kW
（一般家庭約 340 世
帯分相当）

面積 約 2,000㎡

完成時期 平成 27 年度冬

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫
　１月１８日
　　　　（午前９時～正午）

◎可燃ごみの祝日収集 
≪１月の対象日≫

 １月１２日（月・成人の日）
  ※当日は施設への

　　ごみ持ち込みはできません。

がん検診がまとめて
受けられる日を追加します
　申し込みが多かったことから、がん検診を受けられる日を

追加しました。

　この日は、年度内で最後の機会です。まだ、受けていない

人は、受診しましょう。

▼対　象　４０歳以上の市民

　　　　　※子宮がん検診のみ２０歳以上の市民

▼と　き　２月２２日（日）午前８時～１１時（要予約）

▼ところ　保健相談センター

▼検診種類　肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、

　　　　　　子宮がん

※肺がん検診のみ受診の場合、予約は不要です。午前９時、

　10時、11時のうち、都合のよい時間にお越しください。

▼持参するもの　がん検診受診券、受診券に記載のお金

▼申し込み・問い合わせ先

　　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１・１０４３）

市報さかいみなと　16



informationinformation

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
農
林

業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
５
年
に
１
回
行
わ
れ
、
農
林

業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
の
対
象

　

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
、
ま
た
は

農
地
を
所
有
し
て
い
る
世
帯
・
組
織

▼
訪
問
期
間

　

１
月
中
旬
か
ら
２
月
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　

今
月
か
ら
毎
月
勤
労
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
事
業

所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ

び
労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所

　

国
が
指
定
し
た
境
地
区
の
10
事
業

所▼
訪
問
期
間

　

今
月
か
ら
平
成
28
年
７
月
ま
で

（
１
年
７
カ
月
間
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
統
計
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
７
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
映
画
上
映
】
夏
を
越
え
る
少
年
た

ち
　

鳥
取
県
香
取
村
か
ら
香
川
県
ま
で

の
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
11
日
（
日
）

①
午
後
１
時
〜

②
午
後
３
時
〜

※
午
後
１
時
か
ら
の
部
終
了
後
、
添そ

え

谷た
に

泰た
い

一い
ち

監
督
に
よ
る
ト
ー
ク
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

３
階
シ
ア
タ
ー

▼
料　

金　

無
料

※
タ
ワ
ー
入
館
料
が
別
途
必
要
で
す
。

【F

フ
ァ
イ
ア

IR
E
 H

ホ

ー

ン

ズ

O
R
N
S

　
　
　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ツ
ア
ー2015

】

　

ス
ガ
シ
カ
オ
命
名
の
「F

IR
E
 

H
O
R
N
S

」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

▼
と　

き　

１
月
24
日
（
土
）

◇
開　

場　

午
後
６
時

◇
開　

演　

午
後
７
時

▼
と
こ
ろ　

３
階
シ
ア
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
り
）

◇
一　

般　

３
千
円

◇
大
学
生
以
下　

２
千
円

※
当
日
は
両
チ
ケ
ッ
ト
と
も
５
０
０

円
増
し
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

有　

料　

広　

告

　事業者は、法の定めにより毎年１月１日現在で所有する

償却資産の申告が必要です。

▼対象となる資産

主 な 業 種 償却資産の対象となるもの（例）

共　通
パソコン、ルームエアコン、応接セット、レジス
ター、看板、ネオンサイン、コピー機、舗装路面等

飲食店 接客用家具、厨房設備、カラオケセット等

医院・歯科医院 ベッド、手術台、Ｘ線装置、各種キャビネット等

工　場 各種製造設備 ( 旋盤、金型など )、受変電設備等

小売店 商品陳列ケース ( 冷凍、冷蔵機付を含む ) 等

建設業 ブルドーザー、ポンプ、ポータブル発電機等

理容業・美容業 理・美容椅子、洗面設備、サインポール等

不動産賃貸業 門扉・塀・植林等の外構工事、駐車場等の舗装等

漁　業 漁船、漁網、魚群探知器、無線機等

農　業 ビニールハウス、皮むき機、乾燥機、噴霧器等

再生可能エネルギー
発電事業

太陽光パネル、架台、附属装置等
※税額が軽減される場合があります。

～主な業種ごとの償却資産の対象資産（例）～

　※アパートや駐車場を経営されている個人事業主も申

　　告が必要です。

　※貸店舗に施した内装設備は、借手側の申告が必要で

　　す。

　※前年中に資産の異動がない場合や減価償却を終えて

　　いる場合、廃業・休業された場合も申告が必要です。

▼提出するもの　償却資産申告書

　※資産に異動（新規・増減など）がある場合は、種類

　　別明細書の提出が必要です。

▼提出期限　２月２日（月）

　※市では償却資産所有者を対象に、課税が適正かどう

　　かの実地調査を行う場合があります。調査の際は、

　　ご協力をお願いします。

▼提出・問い合わせ先

　　税務課固定資産税係（☎４７－１０１８）

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

17　平成２７年１月
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第
12
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
た
ち
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド
し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ

い
の
カ
ニ
を
妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま

す
。
パ
レ
ー
ド
参
加
者
に
は
、
カ
ニ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

先
着
で
カ
ニ
雑
炊
の
ふ
る
ま
い
、

芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前

か
ら
妖
怪
神
社

▼
参
加
申
込
（
先
着
３
０
０
人
）

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
当
日
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
30
日
（
金
）、２
月
27
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

１
月
14
日
（
水
）、２
月
４
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

第
21
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
in
境
港

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
金

管
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹

奏
楽
バ
ン
ド
が
迫
力
あ
る
楽
し
い
演

奏
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
小
学
校　

講
堂

（
暖
房
あ
り
）

※
車
で
お
越
し
の
人
で
、
徒
歩
で
の

移
動
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
近
隣

に
若
干
の
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
会
場
に
て
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
市
民
会
館
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
出　

演

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

さ
か
い
み
な
と
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

▼
整
理
券
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
、
市
民
会
館
、
公
民

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の

小
・
中
学
校
、
高
校

※
１
月
20
日
（
火
）
か
ら
配
布
予
定

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。
今
回
は
、

当
事
者
の
体
験
談
を
聴
き
、
共
感
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
生
活
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

▼
内　

容　

体
験
談
を
聴
こ
う

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

介
護
予
防
講
演
会

　

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？
身

体
と
脳
は
関
連
性
が
高
く
、
一
緒
に

鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
屋
外
で

運
動
し
に
く
い
時
期
に
室
内
で
出
来

る
身
体
と
頭
の
健
康
ア
ッ
プ
の
た
め

の
講
演
会
と
実
技
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
16
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

誠
道
公
民
館

▼
演　

題

　
「
介
護
予
防
の
た
め
の
健
康
づ
く

り
」
〜
ロ
コ
モ
予
防
と
認
知
症
予
防

の
体
操
〜

▼
講　

師　

松
田
万ま

里り

さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
・

飲
み
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

◇
長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

◇
誠
道
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
５
３
９
２
）

家

族

介

護

教

室

介
護
者
も
元
気
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

〜
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
撃
退
法
〜

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
講　

義　
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

　

ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

◇
運　

動

　
「
運
動
で
予
防
し
よ
う
！
」

▼
講　

師　

◇
講　

義　

津
田
公き

み

子こ

さ
ん
（
済
生

　

会
境
港
総
合
病
院
整
形
外
科
部
長

　

・
医
師
）

◇
運　

動　

小こ

山や
ま　

巧
た
く
み

さ
ん
（
済
生

　

会
境
港
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
科　

技
師
長
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
３
６
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▼
対　

象

　

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

中
浜
公
民
館
集
会
所

▼
内　

容　

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
対

応
方
法
を
学
び
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

催催  

しし
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「
在
宅
ワ
ー
ク
」
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
中
で
仕
事
を
探
し
て
い
る

人
、
転
職
を
考
え
て
い
る
人
、
在
宅

ワ
ー
ク
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に

「
在
宅
ワ
ー
ク
」
と
い
う
新
し
い
働

き
方
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

桂け
い

藤と
う

陽
子
さ
ん
（W

eb

デ
ザ
イ

ナ
ー
兼
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド

S
T
U
D
IO

米
子
ト
レ
ー
ナ
ー
）　

▼
募
集
人
員　

30
人（
要
申
し
込
み
）

※
参
加
無
料

※
託
児
あ
り
（
５
人
程
度
・
１
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。１
歳
以
上
未
就
学
児
が
対
象
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

女
性
農
業
者
の
集
い　
　
　
　

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

女
性
農
業
者
等
、
活
動
の
趣
旨
に

理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

第
４
、５
会
議
室

▼
内　

容

◇
午　

前

　

体
験
発
表
（
中
山
間
地
の
活
性
化
、

　

心
と
食
、和
牛
放
牧
と
食
育
活
動
）

◇
午　

後　

交
流
会
（
食
事
会
）

▼
参
加
費　

千
円（
交
流
会
参
加
者
）

▼
申
込
期
限　

１
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
）　　
（
☎
31
‐
９
６
９
０
）

食
生
活
改
善
講
座

　
「
減
塩
」と「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
」

の
普
及
！
を
テ
ー
マ
に
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で

い
く
講
座
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
６
日
（
金
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
生
活
習
慣
病
予
防
の
お
話

◇
正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

・
減
塩
の
お
話

・
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

・
野
菜
あ
と
１
皿
食
べ
ま
し
ょ
う

◇
塩
分
を
考
え
た
、
野
菜
い
っ
ぱ
い

　

の
料
理
（
調
理
実
習
）

◇
運
動
実
践

▼
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

２
月
２
日
（
月
）　

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し

し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
家

で
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁
、三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

写
真
展
「
変
わ
り
ゆ
く
郷
土　

写
真
で

見
る
と
っ
と
り1968-2013

」

　

昭
和
43
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
、

５
年
お
き
に
撮
影
し
た
境
港
市
周
辺

の
地
上
・
航
空
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

写
真
を
通
じ
て
、
郷
土
の
移
り
変
わ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　
　

１
月
22
日
（
木
）
〜

２
月
２
日
（
月
）

※
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

盲
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学
校
の
活
動
内

容
紹
介
、
見
え
に
く
さ
を
補
う
た
め

の
生
活
支
援
グ
ッ
ズ
等
の
展
示
や
疲

労
回
復
の
ツ
ボ
押
し
伝
授
な
ど
を
行

い
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
吉
津

（
東
館
２
階
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学
校

　
（
☎
０
８
５
７
‐
23
‐
５
４
４
１
）

鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

　

県
内
の
勤
労
者
や
退
職
者
な
ど
の

力
作
作
品
（
写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・

書
道
）
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
25
日
（
日
）
〜
２

月
１
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
１
月
28
日
（
水
）
は
休
館
日

※
最
終
日
の
２
月
１
日
（
日
）
は
午

後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
美
術
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協

議
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
27
‐
４
１
８
８
）

平
成　

年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

▼
対　

象

　

平
成
27
年
４
月
に
小
学
校
に
在
学

し
て
い
る
１
〜
３
年
生
で
、
就
労
等

の
理
由
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
父
母
等

が
い
な
い
児
童
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
、
教
育
委
員
会
お
よ

び
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
２
日
（
月
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査

に
よ
っ
て
入
会
決
定
し
ま
す
。　
　

※
現
在
入
会
し
て
い
る
人
も
入
会
申

請
が
必
要
で
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
待
機
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
学
校
教
育
課
学
事
給
食
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
９
）

◇
各
児
童
ク
ラ
ブ
（
左
表
参
照
）

※
夕
日
ヶ
丘
学
童
ク
ラ
ブ
（
民
間
）

は
、
市
の
入
会
基
準
と
異
な
り
ま
す
。

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ 渡町 1424（旧こまどり幼稚園） 090-6832-0098

外江児童クラブ 外江町 2179（旧わかまつ幼稚園） 090-5376-8610

境児童クラブ 湊町 27（境小学校内） 090-9412-6543

上道児童クラブ 上道町 3026（上道小学校クラブハウス内） 090-7509-3145

余子児童クラブ 竹内町 3117（余子小学校内） 080-5615-2905

中浜児童クラブ 小篠津町 450（しらぎく会館内） 090-7374-4020

誠道児童クラブ 誠道町 2062（誠道小学校内） 090-5266-1645

夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘 1丁目 66 45-4433

募募  

集集
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行
政
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
調
理
師　
　
　

１
人

◇
家
庭
相
談
員　

１
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
水
）

▼
応
募
期
限　

１
月
23
日
（
金
）

▼
試
験
日　

２
月
１
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

市
営
駐
車
場
（
定
期
）
使
用
者

　

次
の
市
営
駐
車
場
（
定
期
）
の
使

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
駐
車
場

【
境
港
駅
前
駐
車
場
】

◇
募
集
区
画　

２
区
画

※
う
ち
１
区
画
は
全
長
４
ｍ
以
下

【
日
ノ
出
駐
車
場
】

◇
募
集
区
画　

２
区
画

▼
対
象
車
種　

普
通
自
動
車
以
下

▼
使
用
料　

月
額
４
千
円

▼
使
用
開
始
日　

２
月
１
日
以
降

▼
選
考
方
法　

抽
選
（
く
じ
引
き
）

▼
抽
選
会

◇
と　

き　

１
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
受
付
開
始
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
。

◇
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

※
代
理
出
席
の
場
合
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
す
る
も
の

・
希
望
す
る
自
動
車
の
車
検
証

・
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

※
代
理
出
席
の
場
合
、
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
５
）

物
品
・
役
務
・
業
務

委
託
等
受
注
希
望
者

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け

て
、
市
が
発
注
す
る
物
品
、
役
務
、

業
務
委
託
（
建
設
・
補
償
コ
ン
サ
ル
、

測
量
、
地
質
調
査
、
道
路
・
公
園
に

係
る
も
の
を
除
く
）
の
受
注
に
必
要

な
登
録
（
指
名
・
小
規
模
）
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
所
定
の
申
請
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在（
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
）

登
録
済
み
の
場
合
も
、
申
請
が
必
要

で
す
。

▼
受
付
期
限　

２
月
20
日
（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
３
）

「
一
株
植
樹
」
運
動

　

｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
１
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化

な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
種　

類　

と
っ
と
り
パ
ワ
ー
松
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
、

ト
ゲ
ナ
シ
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
カ
リ
ン
ほ

か 

全
30
種

▼
価
格
（
１
株
）　

80
〜
７
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

商
工
農
政
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
13
日
（
金
）

▼
苗
木
の
配
布　

３
月
13
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

第
４
回
伯
州
綿
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

「
伯
州
綿
で
今
年
の
干
支
の
羊
を
つ

く
ろ
う
」

　

日
本
人
は
初
め
て
羊
を
見
た
と
き
、

羊
毛
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
羊
を

綿め
ん

羊よ
う

（
緬
羊
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
伯
州
綿
で
羊

の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
つ
く
り
ま
す
。

※
完
成
イ
メ
ー
ジ
は
表
紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

文
化
ホ
ー
ル　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

▼
定　

員　

先
着
15
人

▼
参
加
費

◇
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員　

６
０
０
円

◇
一　

般　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
。

▼
申
込
期
限　

１
月
30
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伯
州
綿
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
商

工
農
政
課
内
）（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

鳥
取
県
産
業
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
入
校
生

　

鳥
取
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

の
来
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科

【
米
子
校
】

◇
自
動
車
整
備
科
（
高
卒
以
上
）

◇
設
計
・
イ
ン
テ
リ
ア
科

◇
デ
ザ
イ
ン
科

【
倉
吉
校
】

◇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
科
（
専
攻

　

科
含
む
）

◇
土
木
シ
ス
テ
ム
科

◇
木
造
建
築
科

▼
募
集
期
限　

２
月
４
日
（
水
）

▼
試
験
日　

２
月
13
日
（
金
）

▼
授
業
料　

年
間
11
万
１
６
０
０
円

（
減
免
制
度
あ
り
）

▼
対
象
と
出
願
方
法

【
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
】

　

願
書
を
実
施
校
に
直
接
提
出

【
18
歳
以
上
の
求
職
中
の
人
（
右
記

以
外
）】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き
し
、
受

け
付
け
処
理
さ
れ
た
願
書
を
実
施
校

に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

◇
米
子
校　
（
☎
24
‐
０
３
７
１
）

◇
倉
吉
校

（
☎
０
８
５
８
‐
26
‐
２
２
４
７
）

第
４
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す

る
検
定
試
験
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル　
　

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料　

千
円

▼
冊
子
（
境
の
さ
か
な
２
０
１
３
）
代

　

千
円
（
郵
送
希
望
の
場
合
、
送
料

別
途
３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。）

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
（
初
級
）

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
）

▼
申
込
期
限　

２
月
２
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
６
６
８
）
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informationinformation

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室
・

大

会

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
】

▼
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
者
お
よ
び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
１
日
（
日
）

◇
午
前
10
時
〜
正
午

◇
午
後
１
時
〜
３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
大
山
寺

朝
霧
山
荘
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

▼
講　

師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公

認
指
導
員
、
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協

会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
木
）

【
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
】

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
の

部
）、
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤

務
者
、
ま
た
は
市
ス
キ
ー
協
会
員

▼
と　

き　

２
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
組　

別

◇
小
学
生
の
部
（
男
女
と
も
）

　

４
年
生
以
下
、
５
年
生
以
上

◇
女
子
の
部　

中
学
生
以
上

◇
男
子
の
部　

中
学
生
以
上
〜
19
歳
、

　

20
歳
〜
39
歳
、
40
歳
以
上

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

　

男
子
、
女
子
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
木
）

【
共
通
事
項
】

▼
そ
の
他

◇
応
急
処
置
等
は
行
い
ま
す
が
、
各

　

自
で
損
害
保
険
に
加
入
の
こ
と
。

◇
天
候
等
で
中
止
と
な
る
場
合
あ
り
。

▼
申
し
込
み
先

　

市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局　

木
村
さ

ん　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
１
０
９
１
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
１
日
入
園

　

来
年
度
入
園
す
る
人
へ
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

◇
と　

き　

１
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

遊
戯
室

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
体
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
!!
」

◇
と　

き　

１
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
和
太
鼓
教
室

◇
と　

き　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

両

親

学

級

▼
対　

象

◇
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

◇
現
在
、
子
育
て
を
し
て
い
る
お
父

　

さ
ん
、
お
母
さ
ん

※
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ご
家
族
も
ご
一
緒
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

【
わ
が
家
に
赤
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
来
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見

た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
接
し
た
ら
い

い
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

【
絵
本
っ
て
い
い
な
】

　

絵
本
を
読
む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

【
お
ふ
ろ
の
い
れ
方
】

　

赤
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
来
た
ら
、
い

き
な
り
始
ま
る
入
浴
。
気
を
つ
け
る

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

※
楽
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
託
児
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
23
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

▼
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
（
野
菜 

DE 

米

粉
ク
レ
ー
プ
）

◇
対　

象　

２
〜
３
歳
児
の
親
子

◇
と　

き

　

１
月
30
日
（
金
）、
31
日
（
土
）　

　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

◇
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

◇
定　

員　

各
日
12
組
（
先
着
順
）

◇
申
込
開
始
日　

１
月
13
日
（
火
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」　
（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」　
（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（
妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。）

【
絵
本
と
お
は
な
し
の
部
屋
】

　
　
　
（
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
）

▼
と　

き

　

１
月
10
日
（
土
）、２
月
７
日
（
土
）

　

毎
月
第
１
土
曜
日
（
１
月
は
第
２

土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。）

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

【
絵
本
と
紙
芝
居
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
ぎ
さ
会
）　　
　

▼
と　

き　

１
月
10
日
（
土
）

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
】

　
　
　
　
（
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
）

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
土
）

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
（
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
）

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報
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フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　第１０回読書活動推進大会「境港市読書まつり」が、

１１月３０日（日）に境港市民会館を中心として開催

されました。

　大会は、元鳥取市立中央図書館長 西尾肇
はじめ

さんの講

演会「本でつながる街づくり」から始まり、米子工業

高等専門学校による「こども科学体験教室」や「市内

小中学校図書館の取り組みの紹介」、「大型絵本・布絵

本・ドイツ古典絵本の復刻本展示」、また、山本美千

枝さんには、「韓国絵本の読み聞かせ」を韓国の民族

衣装であるチマチョゴリを着て、行っていただきまし

た。

　大会のサブテーマである「赤ちゃんから大人まで本

で楽しいひとときを」のとおり、約２５０人の皆さん

に楽しんでいただきました。

赤ちゃんから大人まで
　　　　本で楽しいひとときを
　境港市読書まつり

　市民一人ひとりの人権が大切にされるまちを目指す

取り組みの一つとして「境港市人権ふれあいフェス

ティバル」が１２月１４日（日）に文化ホールで開催

されました。

　まつぼっくり太鼓の演奏で幕を開けたフェスティバ

ルは、バザーや市内児童・生徒による人権作品の展示、

講演会などが行われました。

　講演会では、講師の辻イト子さんが、みかん農家の

主婦からタレントになったきっかけなど、数々のエピ

ソードから「チャレンジ」することの大切さを語り、

参加者は心温まる楽しいひとときを過ごしました。

いくつになっても輝きを
　境港市人権ふれあいフェスティバル
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保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
 2 月 17 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1041
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会  2 月 17 日（火）

10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳6カ月児）

10:50 ～ 11:30
（5カ月～8カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング 1月 28 日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

６カ月児健康診査

▼ 1 月 28 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 6 月生まれの乳児

▼ 2 月 4 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 7 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 1 月 29 日（木）12:50、13:15

　平成 25 年 6 月生まれの幼児

▼ 2 月 12 日（木）12:50、13:15

　平成 25 年 7 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 1 月 15 日（木）12:50、13:15

　平成 23 年 12 月生まれの幼児

▼  2 月 19 日（木）12:50、13:15

　平成 24 年 1 月生まれの幼児

　各種健診は１月３１日で、がん検診は２月２８日

で検診受診期間が終了します。

　受け忘れている検診はありませんか？自分の健康

状態を知ることが健康管理の第一歩。年に一度の検

診を受けて、自分の健康状態を確認しましょう。

　市では、対象者には受診券の綴りを郵送していま

すので、今一度ご確認ください。

　また、紛失された場合は再発行をしますので、ご

連絡ください。

◆検診が無料のチャンス、逃していませんか？

　大腸がん、子宮がん、乳がん検診は、特定の年齢

の人に対して、それぞれ該当のがん検診が無料で受

けられるクーポン券をお送りしています。今年度の

検診に限り無料となりますので、定期的に受けてい

る人も、初めて受ける人も、ぜひこのお得なチャン

スに必ず受けましょう。

　紛失された人は、クーポン

券も再発行をしますので、ご

連絡ください。

▼問い合わせ先

　健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の

ちょっと一言
元気だからこそ毎年受ける
　　　　　　　　各種健診・がん検診

保健だより保健だより保健だより保健だより

今月のげんきちゃん

髙
たか

崎
さき

 心
ここ

美
み

ちゃん（H26.4.13 生）

お母さんの かおり さん（上道町）

23　平成２７年１月
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談   2 月 12 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談
  1 月 16 日（金）

  1 月 30 日（金）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談
  1 月 23 日（金）

  2 月  6 日（金）
13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 9：00 ～ 16：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会
  1 月 21 日（水） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,180 人（－ 4）
　　女　：18,507 人（＋ 1）
　合　計：35,687 人（－ 3）
　世帯数：15,221 世帯（－ 1）

　※平成 26 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
第 19 回魚の絵コンテスト入賞作品展
　（～ 1月 19 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

開催中
20 周年記念「境港 かにまつり」展
　（～ 1月 26 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

1 月 11 日（日） 境港市消防出初式 市 民 会 館 9:00 ～ 11:00
境港市役所自治防災課
☎ 47 － 1023

無料

1月 17 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料
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